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発行：‘二川宿’まちづくり会 

    大岩町東まちづくり会 

       大岩中まちづくり会 

協力： 豊橋市都市計画課 

＊この新聞は、旧街道の美しいまち並み景観づくりを進める「‘二川宿’まちづくり会」と「大岩町東まちづくり会」、「大岩中まちづくり会」が発行しています。 

私たちまちづくり会は、歴史的なまち並み景観づくりを進めていますが、今後も息の長いまちづくりが必要で

す。そこで、地域の子供たちに、未来の二川を育むための種まきが必要と考えていました。 

そうしたなか、二川小学校６年生の総合学習で、学習会「アイ♥二川 ～歴史あるわが町を守って～」が検討さ

れました。この学習会では、地域の方々の協力を得ながら、①本陣資料館職員による歴史・文化の学習、②現場学

習（１班：歴史的な建物、２班：店舗、３班：文化財、４班：祭り）、③景観まちづくりの市の取り組みを学ぶ勉

強会、④景観まちづくりに取り組む住民の思いを学ぶ勉強会、が計画されました。 

そこで、②（１班：歴史的な建物と所有者の思いを学ぶ見学会）、③、④の学習について、まちづくり会と市都

市計画課、二川小学校の３者が共同で取り組むこととし、9 月から 10 月にかけて実施しました。 

◆ 子供たちに二川宿のまちづくりと思いを伝える！ 

     ～ まちづくり会・市・二川小学校が共同で学習会を実施 ～ 

■ 景観まちづくりに取り組む住民の思いを学ぶ勉強会 

 まちづくり会３会長から子供たちに、まちづくりの熱い思いを伝える！ 

■ 歴史的な建物と所有者の思いを学ぶ見学会   

 子供たちが、昔の暮らしの空間を興味津々に見学！ 

 この見学会は、歴史的な建物を守り続け

ている、大岩町東まちづくり会の朝倉様と

後藤様にご協力をいただき実現しました。 

 それぞれの家に入った子供たちは、まず、

古民家が生み出す独特な空気感に驚いてい

ました。 

また、ふすまや障子で仕切れる広々とし

た畳の部屋や、入り組んだ太い梁、調湿する

土壁、意匠を凝らした欄間、中庭や天窓な

ど、どれもが子供たちにとって新しい発見

でした。 

さらに、かまどで薪を焚いてご飯をつく

った昔の暮らしや、壊してしまったらつく

れない家への思いを聴き取り、歴史的な建

物が二川宿の宝であることを学びました。 

 この勉強会は、旧街道のまち並み

景観づくりを進めている私たちが、

どんな思いで取り組んでいるかを、

子供たちに知ってもらうために行

われました。 

 子供たちは皆、私たちの話に真剣

に耳を傾け、まち並みの大切さを深

く感じてくれたようです。二川宿を

大切にする大人になってくれるこ

とを期待しています。 

今後も子どもたちに、まちづくり

の活動やその思いを伝える取り組

みを続けて行きたいと思います。 

▲朝倉邸（江戸・明治時代建築） 

▲後藤邸（大正時代建築） 

若い人たちが古民家を使ってお

店を出し、賑わいがもどること

を期待しています！【大岩町東

まちづくり会：小杉会長】 

二川八幡神社の山車が映えるまち並

みづくりをテーマに、みんなの心が

つながるよう活動中！【二川宿まち

づくり会：山本会長】 

歴史的なまち並みに

合うよう家づくりや

飾りつけを積極的に

実施中！人のつなが

りを大切にしていま

す！【大岩中まちづ

くり会：横田会長】 

▲朝倉邸の見

学。太い梁のあ
る天井や昔のか
まど、今も現役

の黒電話にみん
なびっくり！ 
 

◀後藤邸の見
学。風が通り涼
しいことや土壁

の心地よさなど
に感心！ 



 

■ 学習を終えた子供たちの〝すなおな声〟 

 

① 歴史あるまち並みを残したい！ 
・歴史ある家には本物の良さがある。壊さないでほしい。 

・昔の家の雰囲気に合った家を増やす。 

・消火器やホースを増やして災害対策をする。 

② 旧街道を安全・安心な道にしたい！ 
・車がスピードを出し過ぎない道にする。 

・電柱を動かして、歩きやすくする。 

・車を他の道に移動し、交通量を減らす。 

 

 

 

▲ 二川小６年生も参加した今年のお姫様

たち 

 10 月 30 日(水)に実施した、二川宿まちづくり意見交換会に、愛知大学地域政策学部の佐藤准教授とゼミの学

生さん３人をお招きし、ゼミ活動で行う二川地域のマップづくりについてお話を伺いました。 

マップは、「歴史・文化資源」、「買い物・グルメ」、「建築・景観」

の３種類のテーマで作成が検討されており、今後、まち並みの調査や

地域の方々とのワークショップを行いたいとのことです。 

完成は来年８月頃の予定で、本陣や駒屋、お店などにも置きたいと

のことで、ＳＮＳでの発信も考えているそうです。 

これまで二川になかったマップづくりを目指しており、二川を訪

れる方々に役立つものになることが期待されます。 

 

 

 

 

今回の取り組みは、子どもたちが５年

生で福祉の学習をして、旧街道は狭く、車

の通りが多く、「危ない！怖い！」と感じ、

何で直さないのかと疑問に思っていたこ

とがきっかけでした。 

二川小の６年生は毎年、大名行列に参

加し、今年は鼓笛隊として旧街道を歩く

ことになっていたので、旧街道のことを

深く知った上でお祭りに参加してほしい

と思い、皆さんに声をかけさせていただ

きました。 

古民家の見学から帰ってきた子どもたち全員が、「壊してはい

けない、残したい」と言っていました。子どもたちは、まちづ

くり活動に取り組む会長さんたちの思いを聞き、「旧街道をより

良く残すためにどうしたら良いか」一生懸命考えるようになり

ました。 

 二川のまちや住民の思いを知った子どもたちは、「大名行列で

自分たちが頑張って笛を吹いて、訪れた人たちが二川のまちっ

ていいね！と思って欲しい。」と、一生懸命、笛や太鼓の練習に

励みました。 

 今回の取り組みは、二川校区にはすごいところがあるという

ことを知れた良い学習でした。ご協力いただいた皆さんには、

本当に感謝しています。 

   大学生による二川の新しいマップづくりが始まる！ トピック 

▲ 意見交換会の様子 

アイ♥二川 

 
★ 二川小６年学年主任の今泉先生より 

 11 月 4 日（月）、第 31 回二川宿

本陣まつり（主催：二川宿本陣まつ

り「大名行列」開催実行委員会）が

開催され、二川小学校 6 年生が鼓笛

隊として大名行列に参加し、誇らし

げに旧街道を歩きました。 

▲ 旧街道を練り歩く６年生の子どもたち 


